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３ はじめの言葉 

 
４ 改めて問われる日本の二大政党論             田原文夫 

日本の政治特性に合致しているのかいないのかを、今一度考え直してみる必要があるよ

うに思えるのが、小選挙区制である。白か黒かをハッキリ決めたい、決められる政治環境

を作ろうということだった。しかし、その矛盾点を強く指摘する声が増えているようだ。

卑近な例だと、先の総選挙で大勝した自民党／安倍政権の議席数確保である。周知のよう

に得票率で 48％、獲得議席数で 75％という結果が出ている。これに投票率を加味すると、

全国民の 22％にしか支持されていない。これで 75％の議員数確保になっている。これで、

決めることができる政治状況だというと確かに怖いものがある。それを見せつけているの

が、国会審議での森友／加計問題をめぐるやり取りである。必要な参考人喚問を求める野

党に「国会が決めること」だとして首相としての答弁をはぐらかす安倍首相には、国会で

の絶対多数を背景にした驕りが出ている。 
 

１０ 情報社会を考える その８７ 
情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 

ガバナンス能力を失った日本企業の品格 
証券取引法等の一部を改正する法律として平成 18 年に公布された金融商品取引法は次

のように言っている。「この法律は、企業内容等の開示の制度を整備するとともに、金融

商取引業を行う者に関し必要な事項を定め、金融商取引所の適切な運営を確保すること等

により、有価証券の発行及び金融商品等の取引等を構成にし、有価証券の流通を円滑にす

るほか、資本市場の機能の十全な発揮による金融商品等の公正な価格形成等を図り、もつ

て国民経済の健全な発展及び投資者の保護に資することを目的とする（第一条）」 
 東芝の不正経理事件などは、文字通り、同法に抵触するものである。年次会計報告であ

る有価証券報告書への虚偽記載があったわけだから、歴然としたコンプライアンス（遵法）

違反であるし、東芝経営トップが告発されている根拠である。居並ぶマスコミ関係者の前

で深々と頭を下げるだけで許されるような問題ではない。 
 
１２ オープンガバメント OG 48 

情報社会をすすめる       その 82        水田 浩 
1990 年代に紙によるワークフローをデジタルにして、メインフレームと端末を使って

事務系、技術系で個別に行われるようになり、1995 年代にはインターネットが世界中で

使えるようになってきた。そして、個別に開発されたシステムをより早く、より安く、よ

り良くつかうために製品やシステムのライフサイクル全体の統合化を模索するようにな

っていた。そして、産業別、国別のシステムとデータを世界共通にしてより生産性の高い

ビジネスをするために、世界共通の情報基盤を作らなければならないという認識が世界中
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で起こっていた。そこで、CALS の一つの製品、システム、サービスを全ライフサイクル

で、「情報は一度つくって、幾度も使う」という運動は世界規模で受け入れられた。一つ

の CALS という概念（言葉）で 1995 年から 2005 年に掛けて世界中が一つになって運動

を起こすようになった。 
 

１８ 連載 アーキテクチャ論 （80） 

価値創造プロセスとアーキテクチャ          山本修一郎 

             国立大学法人 名古屋大学 大学院 情報学研究科 教授 

価値創造プロセスには、仮説型と理解・共感型がある。IT を用いた価値創造ではアーキ

テクチャが必要であるから、仮説型と理解・共感型がどのようにアーキテクチャに影響す

るかについて考察しよう。 
本稿では、まず価値創造プロセスについて説明する。次いで、これらの価値創造プロセ

スをアーキテクチャとの関係について考察しよう。 
 
２６ 連載 情報システム考 

企業情報システムの変遷と行方  第 3 回       Dr.ベスト 

昨今、クラウド、ビッグデータ、AI などをベースとした情報システムが社会的規模で普

及する中、それらのシステムを各企業規模すなわち自社（社員）レベルでコントロールで

きない状況へと進展している。換言すれば、「情報システムのコントロール不可、すなわ

ちアウトソーシング依存現象」である。企業にとって情報システムは、企業の神経／血液

そのものであり、コンサルタントや弁護士に限定された範囲での業務を委託したり、物流

や警備をアウトソーシングするような対象のものではないはずである。 
 

３４ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第９７回 ビットコイン取引世界一を 

促した仮想通貨法     根本忠明 

我が国は、海外からはこれまで金融後進国とみられてきた。国内の金融サービスが、海外

の金融先進国と比べ見劣りする部分が多かったからである。だが、世界が今注視している

仮想通貨が、この日本で急増している。今年 2017 年には世界一の取引量に拡大し価格も

急騰している。これには、伊勢志摩サミット（2016 年 5 月）に合わせて成立させた仮想

通貨法（通称）が大きく貢献している。これは、政府の金融政策が最新の金融サービスの

動向を大きく左右することを示している。今回は、この事例について紹介したい。 
 

３７ 続インテリジェンスへのいざない 95 

日馬富士暴力事件と北の軍事的脅威           今井 武 

相撲界の暴力事件という比較的わかり易いテーマ、それに反して、北朝鮮の軍事的脅威

というわかりにくいテーマが同時発生的に起こっている。偏った不十分な事実データ／情

報から、自分の意思決定をするため、あるいは行動をするためのインテリジェンス情報を

創造するには、どういうアプローチをしたらよいか。 
 

４０ 連載 四字熟語力トレーニング            すぎやまチヒロ 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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